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満留　秀昭  議員

満
留　

頴
娃
地
区
を
中
心
と

し
た
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
を
建
設
し
、

５
～
１０
年
後
を
め
ど
に
北
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

を
建
設
す
る
２
セ
ン
タ
ー
方

式
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
、見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
主

深
町　

２１
年
度
に
市
民
歌
制

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

が
、
今
後
の
市
民
歌
制
定
に

向
け
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
問
う
。

市
長　

３
月
１
日
か
ら
５
月

末
ま
で
歌
詞
の
募
集
を
し
、

制
定
委
員
会
に
お
い
て
歌
詞

旨
に
基
づ
き
、
現
在
３
カ
所

に
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
て
建
設
す
る
方
向

で
進
め
る
。

学
校
給
食
会（
仮
称
）を
設

立
す
る
考
え
は
な
い
か

市
長
／
設
立
す
る
考
え
は

　
　
　

な
い

満
留　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

「
川
辺
学
校
給
食
会
」
へ
の

委
託
方
式
を
採
用
し
、「
南

九
州
市
学
校
給
食
会
（
仮

称
）」
を
設
立
さ
せ
運
営
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長　

こ
の
業
務
を
受
託
し

た
い
と
い
う
民
間
事
業
所
が

あ
る
以
上
、
市
が
民
間
事
業

所
の
設
立
に
関
与
す
る
考
え

は
な
い
。

２
セ
ン
タ
ー
方
式
に

見
直
す
考
え
は
な
い
か

市
長
／
統
合
し
建
設
す
る

給食センター

今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

市
長
／
２２
年
度
末
に
完
成
予
定

市民歌制定

深町　幸子  議員

調理中の給食センター
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蔵元　慎一  議員

蔵
元　

今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
来
年
春
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
に
関
す
る
報
道
が

数
多
く
さ
れ
て
い
る
。
県
は

平
成
２０
年
３
月
に
新
幹
線
効

果
活
用
プ
ラ
ン
推
進
会
議
を

立
ち
上
げ
検
討
を
重
ね
て
い

る
。
本
市
は
県
内
で
も
有
数

な
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
誇

り
、
開
業
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ね
ぷ
た
運
行
も
予
定
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
か
本
市
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
長　

現
在
、
観
光
客
の
入

り
込
み
状
況
が
昨
年
同
期
か

ら
約
２
割
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
、
関

西
圏
や
名
古
屋
を
含
め
例
年

以
上
の
誘
致
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
育
旅
行

へ
の
需
要
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
和
教
育
や
農
林

漁
業
体
験
を
テ
ー
マ
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
関
係
機
関
へ
配

布
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

今
後
も
県
内
全
域
で
官
民
一

体
と
な
っ
た
歓
迎
や
観
光
客

誘
致
の
活
動
に
可
能
な
限
り
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

の
決
定
を
す
る
。

　

７
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
作
曲
を
専
門

家
に
依
頼
し
、
１０
月

上
旬
に
曲
の
決
定
を

行
い
、
１１
月
ご
ろ
か

ら
Ｃ
Ｄ
録
音
製
作
に

移
る
。

　

２３
年
２
月
ご
ろ
に

南
九
州
市
民
歌
を
お

披
露
目
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
取
り
組

む
。

市
民
音
頭
を
制
定
す
る

考
え
は
な
い
か

市
長
／
制
定
に
向
け
て
努  

　
　
　

力
す
る

深
町　

施
政
方
針
の
中
で
、

生
涯
体
育
の
推
進
に
つ
い
て

は
体
育
協
会
や
競
技
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
育

成
や
支
援
に
努
め
な
が
ら
健

康
、
体
力
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
述
べ
て
い
る
。
体
育
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
市
民

音
頭
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
が
考
え
を

問
う
。

市
長　

市
民
音
頭
に
つ
い
て

は
、
歌
詞
、
曲
に
加
え
、
振

り
付
け
ま
で
制
作
す
る
た
め

に
市
民
の
声
を
広
く
聴
く
。

　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
組
ん
で
い
な
い
が
、
出
来

る
だ
け
早
く
制
定
に
向
け
て

努
力
す
る
。

観
光
振
興

九州新幹線全線開業に
向けた取り組みは
市長／可能な限り、積極的に取り組む

鹿児島中央駅の観光ＰＲ広告板

旧3町の町民歌
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竹迫　毅  議員

竹
迫　

農
林
水
産
業
振
興
の

た
め
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
、

漁
協
な
ど
に
働
き
か
け
学
校

給
食
へ
の
活
用
増
や
市
民
へ

の
消
費
拡
大
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

地
産
地
消
の
活
動
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
情
報
を

提
供
し
、
グ
ル
ー
プ
の
育
成

を
図
り
、
学
校
給
食
に
も
更

に
地
場
産
を
活
用
し
た
い
。

東　兼喜  議員

東　

運
行
中
の
市
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
バ
ス「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」

の
利
用
者
拡
大
に
向
け
、
利

用
効
果
を
活
か
し
た
路
線
、

コ
ー
ス
の
見
直
し
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。
ま
た
、
現
在
の

運
行
は
、
利
用
者
や
地
域
の

声
に
充
分
に
対
応
さ
れ
て
い

な
い
。

市
長　

こ
の
事
業
は
一
般
乗

合
旅
客
運
送
法
に
基
づ
く
補

助
事
業
を
活
用
し
て
お
り
、

運
行
コ
ー
ス
、
時
間
の
変
更

は
九
州
運
輸
局
と
の
協
議
も

必
要
で
あ
る
。
現
在
、
実
証

運
行
中
で
、
今
後
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
自
治
会
と
も
協

議
の
う
え
、
１
カ
年
を
め
ど

に
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

温
泉
セ
ン
タ
ー  　
　

「
割
引
券
」
の
提
示
は

市
長
／
公
平
性
の
た
め
確

　
　
　

認
が
必
要

東　

市
が
管
理
運
営
及
び
指

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の　

運
営
は

教
育
長
／
調
理
・
配
送
業
務
は

　
　
　
　

委
託
す
る

竹
迫　

完
成
後
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

管
理
業
務
は
所
長

以
下
数
名
の
市
職
員
を
配
置

し
、
県
費
負
担
の
栄
養
教
諭

の
指
導
の
も
と
、
調
理
・
配

送
業
務
は
、
現
在
受
託
し
て

い
る
方
の
雇
用
を
前
提
に
し

定
管
理
し
て
い
る
５
温
泉
施

設
で
「
割
引
券
」「
フ
リ
ー

パ
ス
券
」
の
提
示
に
差
異
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
考
え
か
。

市
長　

利
用
さ
れ
る
方
に
は

た
入
札
方
式
に
よ
り
受
託
業

者
を
決
定
し
た
い
。

竹
迫　

食
材
は
安
心
安
全
が

大
事
で
、
購
入
に
つ
い
て
は

保
護
者
の
負
担
も
考
え
る
べ

き
だ
が
、
食
肉
の
単
価
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

１
㎏
当
た
り
牛
肉

は
、
川
辺
２
６
０
０
円
、
頴

娃
１
０
３
０
円
、
知
覧
１
３

０
０
円
。
鶏
肉
は
川
辺
９
０

０
円
、
頴
娃
５
０
０
円
、
知

覧
６
０
０
円
。
豚
肉
は
川
辺

５
５
０
円
、頴
娃
６
２
０
円
、

知
覧
５
５
０
円
で
あ
る
。

不
便
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
公
平

性
を
保
つ
た
め
必
要
な
確
認

作
業
で
あ
り
、
今
後
も
条
例

に
基
づ
き
割
引
券
な
ど
の
提

示
を
求
め
確
認
す
る
。

路
線
の
見
直
し
を

市
長
／
一
カ
年
を
め
ど
に
検
討
す
る

ひまわりバス

地
産
地
消

どう取り組むか

市長／積極的に活用したい

生産者の陳列作業（やすらぎの里）

拠点間バスの乗り継ぎ場
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塗木　弘幸  議員

塗
木　

集
落
内
の
市
道
は
、

防
塵
舗
装
の
み
で
、
側
溝
整

備
さ
れ
て
い
な
い
路
線
も
多

い
が
、
計
画
を
立
て
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

市
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
総
合
計
画
に
お

い
て
側
溝
整
備
や
舗
装
補
修

事
業
な
ど
の
維
持
費
を
登
載

し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
道

路
維
持
管
理
を
行
う
。ま
た
、

基
幹
道
路
の
整
備
が
終
わ
り

次
第
予
算
化
し
た
い
。

農
地
開
発
の
取
り
組
み
は

市
長
／
地
元
と
一
体
と
な

　
　
　

り
取
り
組
む

塗
木　

本
市
の
基
幹
産
業
で

柚木　茂樹  議員

柚
木　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
の
所
見
を

問
う
。

市
長　

行
政
内
部
組
織
と
し

て
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議

を
設
置
し
、
行
財
政
改
革
の

検
討
を
し
な
が
ら
、
ま
た
、

外
部
組
織
と
し
て
の
学
識
経

験
者
や
市
民
で
構
成
さ
れ
る

あ
る
農
業
は
、
大
型
機
械
の

導
入
な
ど
に
よ
り
大
規
模
化

し
、
耕
作
農
地
が
不
足
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
耕
作
者

は
大
規
模
な
農
地
整
備
を
望

ん
で
い
る
が
、
行
政
が
主
体

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
行
財
政
改
革
を
推
進

し
て
い
る
。
２０
年
度
に
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
具
体

的
に
は
、
５
カ
年
の
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
推
進
し

て
い
る
。

　

２２
年
度
は
、
事
務
事
業
ご

と
の
達
成
状
況
を
検
証
し
、

継
続
的
に
改
善
や
見
直
し
を

図
り
、
職
員
の
意
識
改
革
と

政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図

り
、
終
り
な
き
改
革
と
し
て

行
財
政
改
革
に
努
め
る
。

と
な
り
農
地
開
発
事
業
の
導

入
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

市
と
し
て
は
、
地
元

農
家
へ
の
事
業
推
進
や
説
明

会
の
開
催
並
び
に
国
・
県
へ

の
事
業
採
択
に
向
け
た
努
力

を
行
っ
て
い
く
。
地
元
で
は

事
業
要
望
を
話
し
合
う
委
員

会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
行
政

と
一
体
と
な
っ
た
事
業
採
択

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

指
定
管
理
者
制
度
の　

導
入
は

市
長
／
積
極
的
に
推
進
し
た
い

柚
木　

指
定
管
理
者
制
度
導

入
の
所
見
を
問
う
。

市
長　

制
度
の
指
定
期
間
は

５
年
間
が
多
く
、
更
新
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
か

ら
提
出
さ
れ
る
報
告
書
を
基

に
、
利
用
状
況
、
制
度
活
用

効
果
を
検
証
し
て
、
更
新
に

の
ぞ
み
た
い
。
ま
た
、
公
の

施
設
で
外
部
委
託
に
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
な
運
営
が
図

ら
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

集
落
内
の
整
備
を

市
長
／
総
合
計
画
に
基
づ
き　
　
　

　
　
　

整
備
す
る

市道整備

行
財
政
改
革

取り組み状況は

市長／集中改革プランに基づき推進
　　　する

整備が待たれる市道

行政改革推進について審議する委員
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松久保　正毅  議員

松
久
保　

茶
の
生
産
額
が
平

成
１６
年
の
１
７
９
億
円
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
昨

年
は
１
０
２
億
円
と
な
っ

た
。
老
齢
の
茶
樹
が
６５
％
も

あ
り
、
消
費
の
低
迷
や
荒
茶

の
在
庫
過
多
も
原
因
と
考
え

ら
れ
る
が
、
施
政
方
針
で
の

組
織
育
成
や
茶
工
場
再
編
の

施
策
を
問
う
。

市
長　

振
興
会
や
茶
工
場
組

織
の
中
で
情
報
と
問
題
意
識

峯苫　勝範  議員

峯
苫　

民
間
移
管
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
い
る
事
業
計

画
案
を
示
せ
。
ま
た
、
未
決

定
案
件
が
多
い
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。

市
長　

現
在
、
検
討
委
員
会

で
は
、
古
殿
保
育
所
に
つ
い

て
、
建
替
え
か
全
面
改
修
か

部
分
改
修
か
そ
れ
ぞ
れ
経
費

を
見
積
り
、
ま
た
、
市
が
直

接
改
修
し
た
場
合
と
民
間
が

改
修
し
た
場
合
の
補
助
事
業

の
有
無
な
ど
、
国
の
動
向
を

見
極
め
て
い
る
。

峯
苫　

検
討
委
員
会
で
、
古

殿
保
育
所
は
老
朽
化
が
著
し

く
移
管
先
募
集
な
ど
に
お
い

て
苦
慮
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
改
修
し
て

の
共
有
化
を
図
る
よ
う
指
導

す
る
。
ま
た
、
国
の
補
助
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
も
と
に
金
の
か
か
ら
な
い

合
理
的
な
工
場
再
編
を
進

め
、
経
営
強
化
を
図
る
。
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

従
業
員
の
雇
用
確
約
は

教
育
長
／
話
し
合
い
が　

　
　
　
　

不
可
欠

松
久
保　

行
財
政
改
革
の
観

点
か
ら
１
カ
所
に
統
合
す
べ

き
で
あ
る
が
、
３
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
は
将
来

移
管
を
進
め
る
方
法
が
良
い

と
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
行

財
政
改
革
を
進
め
る
中
、
現

の
雇
用
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
従
業
員
の
身
分
保
障
や

雇
用
確
保
及
び
地
元
食
材
納

入
業
者
の
納
入
優
先
を
確
約

で
き
る
か
問
う
。

教
育
長
　
市
の
職
員
に
つ
い

て
は
希
望
も
配
慮
し
配
置
転

換
す
る
。
現
在
の
従
業
員
に

つ
い
て
は
、
新
し
く
調
理
・

配
送
業
務
を
受
託
し
た
業
者

と
の
話
し
合
い
が
不
可
欠
で

あ
る
。
食
材
の
納
入
は
、
市

内
の
業
者
を
中
心
に
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
団
員
の
定
数
見
直
し

状
の
ま
ま
で
民
間
移
管
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

古
殿
保
育
所
は
、
築

３４
年
が
経
過
し
星
の
子
保
育

所
、
か
つ
め
保
育
所
と
比
較

し
て
老
朽
化
が
著
し
い
現
状

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
民

間
移
管
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
に
基
づ
き
早
期
に
判
断

す
る
。

現
状
の
ま
ま
で

民
間
移
管
す
る
考
え
は

市
長
／
検
討
し
早
期
に
判
断
す
る

市立保育所

茶
業
振
興

茶工場再編
どう考えるか
市長／合理的な工場再編を
　　　進める

新茶を摘採する茶農家

民間移管が検討されている市立保育所
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大薗　秀己  議員

大
薗　

北
九
州
市
と
の
交
流

協
定
を
結
ん
で
い
る
本
市

は
、
来
春
の
九
州
新
幹
線
全

線
開
業
を
機
会
に
本
市
の
農

畜
産
物
を
販
売
す
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

近
辺
に
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

昨
年
１１
月
に
１
カ
月

間
交
流
の
一
環
と
し
て
黒
崎

商
店
街
で
南
九
州
市
フ
ェ
ア

を
行
い
好
評
だ
っ
た
。
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
経
費
も
か

か
る
こ
と
か
ら
本
市
だ
け
で

な
く
、
県
や
南
薩
地
域
と
も

連
携
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

山下つきみ  議員

山
下　

地
球
温
暖
化
が
世
界

的
な
問
題
と
な
る
中
、
本
市

に
お
い
て
も
そ
の
対
策
は
重

要
度
が
高
く
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
施
政
方
針
に
示
さ
れ

た
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
計

画
を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
く
考
え
か
。

市
長　

２１
年
１
月
か
ら
１２
月

行
政
懇
談
会
な
ど
の
取
り

組
み
は

市
長
／
要
望
が
あ
れ
ば
出

　
　
　

向
き
た
い

大
薗　

市
長
は
、
自
身
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
行
政
懇

談
会
・
移
動
市
長
室
を
実
施

す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
問
う
。

ま
で
の
期
間
で
各
庁
舎
や
出

先
機
関
な
ど
、
事
業
活
動
の

際
に
発
生
し
た
温
室
効
果
ガ

ス
の
集
計
を
行
い
、
測
定
値

を
基
準
と
し
た
計
画
書
を
策

定
し
、
２２
年
度
か
ら
２６
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
６
％
の
削

減
を
目
指
す
。
目
的
達
成
ま

で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
こ
の

計
画
に
沿
っ
た
事
務
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
対
策
と

市
長　

行
政
懇
談
会
と
し
て

は
、
知
覧
地
域
の
松
山
校
区

で
１
回
開
催
し
た
が
、
移
動

市
長
室
は
、
会
の
名
称
な
ど

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
行

政
嘱
託
員
会
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
区
の
要
望
が

あ
れ
ば
出
向
い
て
い
き
た

い
。
こ
の
ほ
か
市
長
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
市
民
か

ら
の
意
見
を
聞
き
、
地
域
と

共
に
活
動
・
解
決
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
集
落
営
農

・
畜
産
振
興

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
、
国
、
県
な
ど
に

お
い
て
は
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
補

助
制
度
を
導
入
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
い
て
も
同
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
、
先
進

地
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

へ
の
助
成

小
倉
駅
近
辺
に
設
け
る

考
え
は
な
い
か

市
長
／
県
な
ど
と
連
携
し
進
め
た
い

アンテナショップ

地
球
温
暖
化
防
止

活動実施計画を示せ

市長／実行委員会を組織し事業の
　　　推進を図る

ＪＲ小倉駅近辺の生産者直売所




